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出稿金額   ブランド数   

100億以上   3   

50億以上100億未満   26   

10億以上50億未満   488   

5億以上10億未満   563   

1億以上5億未満   1991   

5000万以上1億未満   833   

1000万以上5000万未満  2086   

500万以上1000万未満  841   

100万以上500万未満   1666   

100万未満   1161   

合計   9658   

1．はじめに  

これまでの広告キャンペーンの多くでは、どの媒体を  

用いてキャンペーンを行うかの決定に、視聴率や閲読率  

などの数値や認知率などを用いてきた［1］，【2］。最近はテ  

レビで個人視聴率の測定が始まるなど、より精密なデー  

タに基づく広告プランが求められるようになってきてい  

る。本報告ではビデオリサーチ社とMRS広告調査（株）  

によるMRS出稿統計の1999年度分の4月から2000年3  

月までの総出稿額上位500社の出稿データを用いて、ブ  

ランド別、年間広告出稿金額別にテレビ、ラジオ、新聞、  

雑誌からなる4媒体への出稿金額比率を調べた。その結  

果、年間総広告出稿金額により媒体の利用比率がかなり  

異なることがわかった。   

2．利用した広告出稿統計データ   

表1：出稿金額別ブランド数分布  

年間出稿金額50億円以上100億円未満  

50億円以上の出稿を行っているブランドでは主要出稿  

先媒体として新聞が最も大きな比重を占める。図1に50  

億円以上100億円未満の年間総広告出稿金額をもつブラ  

ンドのメディア別出稿金額比率を示す。  

本分析で用いたMRS広告出稿統計の各レコードのデー  

タは出稿ごとに時系列で記録され、媒体名，出稿主，カテ  

ゴリ，出稿目的，年月，地域，局名，CMタイプ，掲載紙面タ  

イプ，秒，本数，総本数，視聴率，15秒換算視聴率，出稿料金  

で構成される。この出稿料金はいわゆる正価料金であり、  

実勢料金との間には帝離がある。本分析では各媒体ごと  

にテレビ局や新聞種別、あるいは広告主企業の業種によ  

り実勢料金を推定した。   

3．年間総出稿金額別ブランド数分布  

年間総出稿金額は100億円を越えるようなブランドか  

ら100万円以下まで幅広く分布しているが、その金額別  

のブランド数を表1にまとめる。   

年間総出稿金額別メディア利用の特徴  

図1～5の三角グラフは各辺にメディアを取り，三角形  

内にプロットされた点から各辺までの直交距離がその点  

に対応するブランドの媒体別出稿比率となる。なおラジ  

オはz軸として3次元上の高さで表示する。基本的に年  

間総広告出稿金額が大きければ、出稿回数、1回位当たり  

に使う広告費もラジオを除く媒体では大きくなる傾向が  

ある。年間広告費の高いブランドは1回あたりの出稿の  

広告金額も大きく、より広告効果が高く効率のよいビー  

クルを選択している。  
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図1：媒体別出稿金額比率（50億円～100億円）   

年間出稿金額1億円以上5億円未満  

このカテゴリーに含まれるブランドは1991ある。媒体  

別出稿比率の分布を図2に示す。テレビもしくは新聞に  

9割以上出稿するブランドが多く、テレビを主たる出稿媒  

体として選択するブランドが全体の4割強、新聞に9割  

以上出稿するブランドは3割弱である。50億円以上の出  
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稿を行っているブランドの主要媒体が新聞であったのに  

比べテレビの比重が大きいカテゴリである。ただし5億  

以上出稿を行うブランドに比べてテレビ、新聞を組み合  

わせた出稿は減る一方で雑誌出稿は増加し、3割程度出  

稿するブランドが出現する。  
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図4‥媒体別出稿本数比率（1000万～5000万）  

年間出稿金額500万円以上1000万円未満  

年間総出稿金額が1000万円以下の場合、図5に示すよ  

うに、点は三角の辺上に多く分布する。これは金額的に  

自由度が少ないため、どれか一つか二つのメディアに集  

中して出稿するブランドが多いことを反映している。  

図2‥媒体別出稿金額比率（1億～5億）   

年間出稿金額1000万円以上5000万円未満  

年間総広告出稿金額が1000万円以上5000万円未満の  

ブランドは2086ある。このカテゴリーの特徴は、ラジオ  

媒体を補完的な形で2割以上用いるブランドがでてくる  

ことである。出稿金額比率で図化すると図3に、出稿本  

数比率で図化すると図4のようになる。出稿金額比率で  

は7割以上を新聞、雑誌、テレビのどれかに用い、残り  

を他のメディアで補完するブランドが多い。ただしテレ  

ビに出稿を行うブランドは、ほとんど9割り以上をテレ  

ビに出稿し、他の媒体への出稿はごくわずかである。そ  

れに対し、新聞や雑誌メディアを主な広告媒体にすると、  

この二つの出稿比率にはいろいろなバリエーションが存  

在している。  
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図5：媒体別出稿本数比率（500万～1000万）  

4．まとめ  

MRS広告出稿データを用いて年間出稿金額上位500社  

の媒体別広告出稿を三角グラフを用いて行った。これに  

より年間出稿金額により主として利用する媒体に特徴が  

あり、年間総出稿金額が50億を越えるようなブランドや  

逆に500万円を切るブランドは、新聞が主要なメディア  

として特に用いられることが多く、1億円～5億円のカテ  

ゴリではブランドの特性に応じて様々な金額の組合せで  

出稿媒体を利用していることがわかった。   
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図3＝媒体別出稿金額比率（1000万～5000万）  

ー85－   
© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




